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【方法】調査は質問紙法により実施。対象者は中学 1～3 年生 90 名、高校 1 年生 111 名、

















現数上位 3 カテゴリーであった。Ａ～Ｆのカテゴリーごとに出現率についてχ2 検定を行っ
たところ、ＡとＤでは有意差がみられず、Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｆでは有意差が見られ、χ2 (2)
の数値は 28.7(Ｂ)、66.0(Ｃ)、66.4(Ｅ)、41.9(Ｆ)であった(いずれも p<.01)。残差分析
の結果、上記 4 つのカテゴリーのいずれも中学生・高校生に比べ大学生が多かった。  
【考察】上記の結果から、2 つの場面共に、対人葛藤場面を解決するために自他の要求や
意見を公平に扱い両方を満たそうと提案することに関しては中学生から大学生まで差はな
いが、自分の意見や状況についての理由を詳しく相手に説明したり、相手の意見・意向を
確認したりする方略に関しては、中学生・高校生に比べて大学生が多く用いていることが
明らかになった。中学生・高校生の段階では、相手との互恵性を意識した提案はできるも
のの、解決や双方の納得に至るために必要な自他の要求・意見を調整する具体的な方法が
身についていないことが考えられる。こうした自他相互に理解しあうことに必要な言語的
方略に関して、思春期の段階で教えていくこと(心理教育)の必要性が示唆された。 
